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福田のまち
世帯数と人口

・世帯・・・3，057世帯（＋62）

・人口…7，058人（＋47）

・男……3，469人（＋49）

・女……3．589人　（－2）

平成30年3月現在
（前年同月比）
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（昭和31年頃）

創立70周年

記　念　誌

「創立70周年
記念誌」

回
国
幽
閣
田
園
聞
閣
圏

先
輩
に
感
謝
を
込
め
て

ご
あ
い
さ
つ

福
木
女
性
会
会
長

亘
　
澤
子

「
福
木
女
性
会
」
　
は
今

年
、
創
立
7
0
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
戦
後
間
も
な
い

時
期
に
　
「
婦
人
会
」
　
と
し

て
発
足
し
て
よ
り
長
い
歴

史
を
刻
み
ま
す
。
そ
の
間
、

多
く
の
先
輩
諸
姉
の
努
力

の
お
か
げ
で
現
在
を
迎
え

清
掃
登
山
し
た
人
た
ち
に
カ
レ
ー
を

る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
記
念
誌
を
作

成
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ

ま
で
の
長
い
道
の
り
を
振

り
返
る
機
会
に
恵
ま
れ
、

改
め
て
諸
先
輩
が
幅
広
く

活
動
さ
れ
て
き
た
こ
と
に

感
動
し
ま
し
た
。

現
在
、
会
員
2
2
0
人

余
り
で
す
が
、
活
動
は
　
『
楽

し
く
学
び
楽
し
く
遊
ぶ
』

を

モ

ッ

ト

ー

に

、

女

性

教
室
、
講
演
会
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
親
睦

旅
行
、
森
林
公
園
で
の
バ

ザ
ー
、
福
祉
施
設
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
子
ど
も
た
ち

と
の
ふ
れ
あ
い
や
他
団
体

と
の
協
働
な
ど
多
彩
で
す
。

さ
ら
に
7
0
年
を
節
目
に

気
拝
も
新
た
に
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

7
0
年
の
あ
ゆ
み

昭
和
2
2
～
2
3
年

「
福
木
村
福
木
婦
人
会
」
　
と
し

て
発
足

昭
和
3
1
年

「
安
芸
町
福
木
婦
人
会
」
に
改
称

昭
和
4
6
年

「
婦
人
会
会
報
」
1
号
発
行

平
成
元
年

「
福
木
婦
人
会
的
年
の
歩
み
」

を
発
刊

平
成
5
年

「
福
木
女
性
会
」
に
名
称
を
変
更

広
報
紙
「
婦
人
会
だ
よ
り
」
　
の

名
称
を
　
「
さ
く
ら
草
」
　
に
変
更

平
成
1
0
年

「
創
立
5
0
周
年
記
念
誌
」
を

平
弼
親
周
年
請
書
し
て
会

員
に
　
「
紅
等
」
を
贈
る

平
聴
許
周
年
記
曇
を

発
刊
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平
成
5
0
年
度
　
福
田
地
区
社
協
が
鰭
会

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
詔
書
蓄
蔵

福
田
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
平
成
0
0
年
度
総
会

が
5
月
2
7
日
、
福
田
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
（
写
真
）
。

総
会
に
は
役
員
・
理
事
・

代
議
員
が
出
席
。
前
年
度

の
事
業
・
決
算
・
監
査
報

告
、
新
年
度
の
事
業
計
画
・

予
算
案
、
新
理
事
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

承
認
さ
れ
た
。

席
上
、
第
3
次
5
カ
年

計
画
と
し
て
「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
」
の
完
成
が

報
告
さ
れ
、
小
倉
昇
社
協

会
長
が
「
み
ん
な
で
声
か

け
見
守
り
支
え
合
う
笑
顔

の
ま
ち
づ
く
り
」
　
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

事
務
局
長

福
木
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委

員

宅
重
　
英
輝

会
計

寺
条
町
内
会
会
長

栗
野
　
富
男

監
事

福
田
地
区
自
主
防
災
連
絡
協
議

会
会
長

久
保
　
　
正

監
事

桜
台
町
内
会
会
長

安
永
　
邦
明

新
年
度
の
役
員
・
理
事

会
長

福
祉
施
設
理
事

小
倉
　
　
昇

副
会
長

福
田
地
区
連
合
町
内
会
会
長

大
平
町
内
会
会
長

山
本
　
幸
弘

副
会
長

福
木
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
副
会
長

野
村
　
克
己

副
会
長

福
田
地
区
公
衆
衛
生
推
進
協
議

会
会
長

辻
　
　
秀
司

副
会
長

福
木
女
性
会
副
会
長

川
崎
　
悦
子

上
条
町
内
会
会
長

井
手
野
下
武

希
聖
ヶ
丘
町
内
会
会
長池

上
　
征
男

山
城
町
内
会
会
長

井
手
野
下
侃

若
宮
町
内
会
会
長

田
山

観
音
原
自
治
会
会
長

岡
平

観
音
町
内
会
会
長

須
澤

新
福
町
内
会
会
長

武
田

勝
士

裕
次

昌
之

信
幸

東
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ツ
町
内
会
会
長

森
本
　
雪
江

寺
分
上
町
内
会
会
長

花
野
木
　
堅

寺
分
下
町
内
会
会
長

中
池
　
　
成

寺
分
乗
町
内
会
会
長

森
畠
　
秀
治

大
和
台
自
治
会
会
長

中
村
　
英
明

福
田
五
月
ケ
丘
自
治
会
理
事
長

伊
藤
　
至
一

原
山
町
内
会
会
長

岩
崎
　
忠
信

後
各
町
内
会
会
長

谷
本
　
哲
行

相
木
学
区
体
育
協
会
会
長

方
京
　
義
就

福
田
老
年
会
連
合
会
会
長

児
玉
　
吾
郎

福
田
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

隊
長
　
福
祉
施
設
理
事
長

柿
木
田
　
勇

広
島
東
地
区
保
護
司
会
・
保
護
司

松
島
　
洋
一

福
木
地
区
青
少
年
健
全
育
成
連

絡
協
議
会
副
会
長

阿
部
　
美
観

福
木
中
学
校
校
長

山
口
久
美
子

福
木
中
学
校
P
T
A
会
長

松
本
　
恵
美

福
木
小
学
校
校
長

三
吉
　
和
彦

福
木
小
学
校
P
T
A
会
長

松
尾
　
良
平

福
田
公
民
館
館
長

桝
宗
　
文
雄

福
木
女
性
会
会
計

中
内
　
早
苗
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蟻の共同作業

「ヨイショ　ヨイショ　引っ越しだ？！」

（福田3丁目付近で）
撮影＝赤木賢治

福田で
みつけた自然

⑲

株式会社 
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協社たく、ゝ

福
田
老
年
会

連
合
会
総
会

福
田
地
区
の
6
地
域
の

老
人
ク
ラ
ブ
が
集
ま
っ
て
、

福
田
老
年
会
連
合
会
総
会

が
4
月
1
9
日
、
福
田
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
。
介
護

予
防
、
健
康
寿
命
の
延
長
、

社
会
奉
仕
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
老
年
会
連
合
会

は
、
公
民
館
と
共
催
で
毎

月
、
「
福
田
大
学
」
を
開
催
。

ま
た
、
昨
秋
の
運
動
会

（
福
木
第
1
公
園
）
　
で
も

1
5
0
人
を
超
す
に
ぎ
わ

ヽ

　

○

総
会
で
は
、
前
年
慶
事

業
報
告
、
平
成
0
0
年
度
事
業

な
ど
を
協
議
。
児
玉
吾
郎
老

年
会
連
合
会
会
長
は
「
今
後

も
健
康
づ
く
り
、
友
達
づ
く

り
を
し
な
が
ら
、
健
康
で
楽

し
く
過
ご
す
老
人
ク
ラ
ブ
と

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

「
百
歳
体
操
」
　
が
活
発

福
田
の
各
町
内
会
・
自
治

会
で
今
、
「
い
き
い
き
百
歳

体
操
」
が
活
発
に
開
か
れ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
ケ
ア
ハ

ウ
ス
「
ラ
ポ
ー
レ
ひ
ろ
し
ま
」

で
は
毎
週
木
曜
日
に
開
催

し
、
参
加
者
は
い
つ
も
5
0
人

本
哲
行
会
長
）
。
体
操
へ
の

参
加
が
「
い
き
い
き
活
動

ポ
イ
ン
ト
事
業
」
　
の
対
象

（
1
ポ
イ
ン
ト
）
で
も
あ
り
、

高
齢
者
を
中
心
に
広
が
り

を
見
せ
て
い
る
。

を
超
す
盛
況
（
写
真
）
。
会

の
名
前
は
周
辺
町
内
会
と

施
設
の
頭
文
字
を
取
っ
て

「
き
て
わ
ら
う
か
い
」
　
（
谷

閏
閏
回
国
園
闇

金
一
封
　
寺
分
有
志
会
様

金
一
封
　
平
賀
造
園
様

金
一
封
　
独
身
華
族
ク
ラ
ブ
様

大
変
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

繊
繊
灘
用
地
課
羅
講
評

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

隊
長
　
柿
木
田
　
勇

福
田
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
は
柿
木
田
隊
長
を
中
心

講
し
、
広
島
束
警
察
署
か
ら

任
命
を
受
け
て
い
ま
す
。
青

パ
ト
（
青
色
回
転
灯
装
備
車
）

登
録
台
数
4
台
は
、
同
署
管

内
で
も
最
大
。
学
童
の
見
守

り
と
防
犯
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
昨
年
度
、
防
犯

功
労
者
と
し
て
増
田
達
夫
隊

員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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こん磨き膳赤ちゃん

後谷町内会　平林大志ちゃん1歳6カ月

の図日
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大会の勝負にこだわりつつ、団体行動を通じて礼儀、規律、仲

間を思いやる気持ちを学んできた。「厳しい練習のなかにも、楽

しく活動することをI亡漉トけています」と小林邦彦監督。

音調閑暇幡8回［圏圏園園園
駒腿田圃腫申蔓］［豆i図四園田
音羽藩閥書証圏［豆］［重畳田園00
日曜日、祝日は休診。木曜日は休診することがあります。

切回狸闇Ⅲ00120°969°461電話899・5890

東区福田7丁目3・14ニューコスモス101※8台駐車可

協社だふ

「
す
く
す
く
と
元
気
に
育
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
」

と
、
母
の
あ
ゆ
み
さ
ん
は
、
大
志
ち
ゃ
ん
を
優

し
い
笑
顔
で
見
守
る
。

高
田

前
号
の
　
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」
　
で
、

原
野
楓
花
ち
ゃ
ん
の
兄
「
拓
斗
く
ん
」
　
の

名
前
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹

ん
で
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

若
者
か
ら
ひ
と
こ
と

後
谷
町
内
会
の
、
芸

原
野
　
暢
貴
（
3
7
歳
）

今
で
も
自
然
が
多
く
残
る

福
田
が
好
き
で
す
。
幼
い

頃
は
、
近
く
の
山
や
神
社

で
自
然
と
触
れ
合
う
よ
う

な
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
。

最
近
で
は
ホ
タ
ル
が
川

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

う
れ
し
い
限
り
で
す
。

そ
れ
も
、
清
掃
活
動
を

行
っ
て
く
だ
さ
る
地
域
の

方
々
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
も
自
然
の

な
か
で
遊
ん
で
欲
し
い
の

で
、
清
掃
活
動
な
ど
あ
れ
ば
、

参
加
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
相
談
室

お
気
軽
に
ご
相
談
を

困
り
ご
と
や
生
活
上
の
相

談
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
「
コ

ス
モ
ス
相
談
室
」
　
へ
。
毎
週

水
曜
日
午
前
1
0
時
か
ら
同

日
時
半
ま
で
、
福
田
公
民

館
　
（
2
階
）
　
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
担
当
は
地
域

の
実
情
に
詳
し
い
　
「
コ
ス

モ
ス
の
会
」
　
で
す
。

園
開
園
園

夏
本
番
！
も
う
じ
き
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

（
あ
い
よ
り
）

福
木
幼
稚
園

坂
本
　
蒼
天
6
歳

補
木
学
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部


